

























ランス文学会 2010 年度春季大会における Dominique RABATÉ の特別講演












に 2000 年代に入って発表された最近の二作『写真の使い方』（L’usage de la





































































死におけるまで生を称えること」（l’érotisme est l’approbation de la vie jusque




























































































苦しみ（la douleur de la scène invisible）。写真による苦しみ（la douleur de la photo）。
それは、そこにあるものとは別のものを欲することからやってくる。写真によって
「取り乱された」意味作用。時や無という不動の光を感じることでできる空隙（Un

























































































写真は白黒で濃い水着の少女がひとり、丸石の浜辺にいる。（La photo en noir et





















































1983 年に発表、84 年にルノドー賞を受賞している。正に、80 年代における自
伝の興隆の一端として理解されるのである。家族写真を素材にした作品のうち














2005 年の L’usage de la photo『写真の使い方』は作家とその恋人である共著




















floue et abîmée d’une petite fille debout devant une barrière, sur in pont.）彼女は短い髪、
ほっそりとした太腿と突き出た膝をしている。日差しのために、彼女は目の上に手
を置いた。彼女は笑っている。裏には、「ジネット　1937 年」（Au dos, il y a écrit
Ginette 1937.）と書かれている。彼女の墓には、「1938 年聖木曜日六歳にて死去」




































彼女たちだけのものである光に浸された瞬間の像（les images d’un moment




ートで保護された写真である。（C’est une photo sépia, ovale, collée à l’intérieur d’un
livret bordé d’un liseré doré, protégée par une feuille gaufrée, transparente.）下には、「フ
ォトーモデルヌ、リデル、リルボンヌ（S.Inf.re）．電話 80。」（Au-dessous, Photo-













出は雑誌『同時代評論』1860 年 1 月 15 日号と 1 月 30 日号への「ある阿片吸
飲者の歓喜と責苦」（Enchantements et Tortures d’un Mangeur d’Opium）である。
この題よりも小さな字で付されたのが「告白」（Confession）という自伝を名乗
るものであり、トマス・ド・クィンシー（Thomas de Quincey）の『ある英国の






























( 1 ) アニー・エルノー（Annie Ernaux, 1940-）はノルマンディー地方生まれのフラ
ンス人作家。1974 年に作家活動を始めてから、写真をめぐる自伝的作品を中心に
執筆を続けている。本論では『場所』（La place, Gallimard, 1983.）、『写真の使い方』






( 2 ) 本論において鍵括弧または丸括弧で示す原文または訳文並びに訳語は註で示
すものを使用している。Marcel Proust, À la recherche du temps perdu, Bibliothéque de
la Pléiade I 1987, II 1988, III 1988, IV 1989, Éditions Gallimard. 井上究一郎訳『プル
ースト全集』筑摩書房
( 3 ) Roland Barthes, « La chambre claire. Note sur la photographie » 1980, Œuvres
complètes TOME V 1977-1980 Nouvelle édition revue, corrigée et présenté par Eric Marty,
Édition du Seuil, 2002. ロラン・バルト，花輪光訳『明るい部屋 写真についての
覚え書き』みすず書房，1985年
( 4 ) Roland Barthes, « La mort de l’auteur », Œuvres complètes TOME III 1968-1971 éd.
Eric Marty, Édition du Seuil, 2002. ロラン・バルト，花輪光訳『物語の構造分析』
所収「作者の死」みすず書房，1979年
( 5 ) Roland Barthes, « Roland Barthes par Roland Barthes », Œuvres complètes TOME IV
1972-1976 éd. Eric Marty, Édition du Seuil, 2002. ロラン・バルト，佐藤信夫訳『彼
自身によるロラン・バルト』みすず書房，1979年
( 6 ) Jaques Lecarme, Bruno Vercier, Première Personnes, le débat numéro 54 mars-avril
1989, pp.54-67.
( 7 ) 石川美子『自伝の時間　ひとはなぜ自伝を書くのか』中央公論社，1997 年よ
り「第１章時間の旅へ─ロラン・バルトの転身─」をとくに参照している。
( 8 ) Brassai, Marcel Proust sous l’emprise de la photographie, Gallimard, 1997. ブラッ
サイ，上田睦子訳『プルースト／写真』岩波書店，2001年
( 9 ) アニー・エルノー『歳月』の出版にあたっては多数の好意的な書評が出た。
本論においては特に Agnès Vaquin によるパリンプセストスの感覚への指摘から、
ボードレールの影響についての示唆を得た。Philippe Lançon : La vie, un lieu
commun, Libération, Jeudi 7 février 2008. その他には以下のものを参照した。
Christine Rouss: Dans la lumière du passé, Le Monde, 8 février 2008. Agnès Vaquin :Une
vie, Quinzaine littéraire 965 16 mars 31 mai 2008.
(10) 阿部良雄訳『ボードレール全集Ⅲ　美術批評上』筑摩書房，1985 年より「現
代公衆と写真」Baudelaire, « Le public moderne et la photographie » Salon de 1859,
Œuvres complètes, éd. Claude Pichois, Bibliothéque de la Pléiade, t.II, 1976, pp.614-619.
Baudelaire: Salon de 1859 Texte de la Revue française, éd. Wolfgang DROST et Ulrike
RIECHERS, Édition Champion, 2006.
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(11) Baudelaire: Un mangeur d’opium dans Œuvres complètes, éd.  Claude PICHOIS,
1961, pp451-453. Baudelaire: Un mangeur d’opium, éd. Michèle STÄUBLE-LIPMAN-















語仏文学研究』第 23 号，2001 年 pp.29-51. に活人画についての詳しい記述があ
り参照した。またボードレール写真論の同時代的文脈については同論文に依って
いる。
(15) Baudelaire: Salon de 1859 Texte de la Revue française, éd. Wolfgang DROST et
Ulrike RIECHERS, Édition Champion, 2006, p253に、1850年代には猥褻なステレオ
スコープが存在したとの記述がある。
(16) Roland Barthes, op.cit. pp.819-821.
(17) ここでの議論の多くは『エロティシズム』序論に依っている。L’Érotisme,





岩波書店 2007 年 11-12 月号　pp.163-173. に文学裁判における用語としての「レ
アリスム」についてのさらに詳しい記述があり参照した。




(21) André Breton, Nadja, Œuvres complètes I, Gallimard, 1988, Bibliothéque de la Pléiade








(24) Marcel Proust, À la recherche du temps perdu, Pléiadeá I, Gallimard, 1987. pp.43-47
井上究一郎訳『プルースト全集１　第一篇スワン家の方へ』筑摩書房，1984年
(25) Roland Barthes, op.cit. pp.844-847.
(26) Marcel Proust: A la recherche du temps perdu, Pléiade V, Gallimard, 1988. pp.152-
178. ただし『明るい部屋』におけるこの註は 1954 年版に対応している。井上究
一郎訳『プルースト全集６　ソドムとゴモラⅠ』筑摩書房，1986年
(27) この章は、日本フランス語フランス文学関東支部論集第 19 号（2010）へ掲載
予定の要旨「アニー・エルノーにおける自伝的叙述の深化　La place から Les
annéesへ」と一部重複する。
(28) Philippe Lejeune, Le Pacte autobiographique, Seuil, 1975. フィリップ・ルジュン
ヌ，花輪光訳『自伝契約』水声社，1993年
(29) Émile Benveniste, De la subjectivité dans le langage, Problème de linguistique
générale, Gallimard, 1966, pp.258-266. Éバンヴェニスト, 岸本通夫監訳『一般言語
学の諸問題』みすず書房，1983年
(30) Roland Barthes, « Le degré zéro de l’écriture », Œuvres complètes TOME I 1942-1961
Nouvelles édition revue, corrigée et présentée par Éric Marty, Édition du Seuil, 2002. ロ
ラン・バルト，石川美子訳新版『零度のエクリチュール』みすず書房，2008年
(31) Philippe Vilain, Roman 20/50-Nº24-décembre 1997. はエルノー作品における人称
の変遷についての論考として参照のこと。
(32) Pierre-Louis Fort: « Chronologie : Annie Ernaux et son temps », in Annie Ernaux, La
place texte intégral+dossier, Folioplus classiques, Gallimard, 1983. アニー・エルノー
の自伝的事実について特に参照した。
(33) 「アニー・エルノー『歳月』（2008）における光」（成城大学大学院文学研究科
ヨーロッパ文化専攻「エウローペー No. 17」所収）5．時を映す光において、筆者
はアニー・エルノーにおける光のシモーヌ・ヴェイユによる影響について論じて
いる。
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